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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】ヒ素の毒性および発がん性はその化学形態に依存している。日本では海産物を多量に摂取す 
るが、これらには様々なヒ素化合物が含まれる。そのため尿中ヒ素量の化学形態別分析はヒ素摂取の 
健康リスク評価に不可欠であるまた職業性ヒ素曝露のない一般人における尿中ヒ素濃度は職業性ヒ 
素曝露者のためのバイオモニタリング指標を検討するための基礎データとして重要である。 
HPLC-ICP-MSは尿中ヒ素化学形態別分析能力に優れた方法であるが一般日本人集団における報告は 
ない。本研究において我々はHPLC-ICP-MS•を用いて職業性ヒ素曝露のない一般人の尿中ヒ素化学形態 
別分析を行った。
【方法】被験者は北九州在住の男性210名で平均年齢42. 7歳。化学工場勤務の事務職員で職業性の 
ヒ素曝露はない。尿試料は定期または雇用時の健康診断で採取され匿名化したものを用いた。ヒ素化 
合物は陽イオン交換カラムを用いたHPLCにより分離し、ICP-MSで検出を行った。
【結果】分析の結果、5 価無機ヒ素、3 価無機ヒ素、モノ メチルアルソン酸（MMA)、ジメチルアルシ 
ン酸（DMA)、アルセノべ夕イン（AsBe)、その他未知ヒ素化合物、総ヒ素濃度の中央値は各々3. 5、0.1、 
3.1、42. 6, 61.3, 5.2、141.3 MgAs/ゾとなった。
【結論】今回の被験者尿中のDMA、AsBe濃度は欧米諸国における報告値に比べ極めて高いことが明ら 
かになった。これは欧米に比べ日本では日常的に多量の海産物を摂取することが要因と考えられる。 
米国産業衛生専門家会議は、日本における一般人の尿中ヒ素濃度は約50MgAs/7であるとしているが、 
本研究では55%の被験者がこの値を超えた。我々は、海産物摂取習慣をもつ地域における無機ヒ素曝 
露者バイオモニタリング指標として無機ヒ素とMMAの合計値を用いることを提案する。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、ヒ素摂取の健康リスク評価のために、海産物を常食している日本人の尿中ヒ素濃度基準 
値を得ること、そして職業性無機ヒ素曝露者のバイオモニタリング指標値策定に必要なバックグラウ 
ンド値を得ることを目的に、一般日本人男性210名を対象に実施された。HPLC-ICP-MS法を用いた尿 
中ヒ素化学形態別分析の結果、被験者の尿中からは5価の無機ヒ素、3 価の無機ヒ素、モノ メチルア 
ルソン酸（MMA)、ジメチルアルシン酸（DMA)、アルセノべ夕イン（AsBe) のほか未知ヒ素化合物が検 
出され、それぞれの濃度分布が示された。これまでHPLC-ICP-MS法を用いて分析された詳細な日本人 
の尿中ヒ素濃度分布は報告されておらず、本論文で示された値はヒ素摂取の健康リスク評価において 
利用価値が高いといえる。著者らは考察において本結果と欧米諸国における報告値との比較を行ない、 
D M Aと AsBe濃度が欧米に比べ極めて高いことを示し、その要因は日本が欧米に比べて多量の海産物 
を摂取していることにあると推定した。
米国産業衛生専門家会議とドイツ学術振興会はバイオモニタリング指標として尿中無機ヒ素、MMA、 
DMA濃度の合計を用いている。著者らは、この合計値を用いると、DMA濃度が極めて高いことが要因 
で被験者の大半が欧米の基準値を超えることから、わが国における指標にDMAは適さないと考え、海 
産物摂取の影響を受けにくい無機ヒ素とM M Aの合計濃度をバイオモニタリング指標とすることを提 
案した。また、わが国と同様の海産物摂取習慣を持つ地域においても無機ヒ素とM M Aを用いたバイオ
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モニタリングが適当であることを示唆した。本論文は尿中ヒ素バックグラウンドのデータを示すだけ 
でなく、海産物摂取習慣のある地域におけるバイオモニタリング指標の問題点を指摘し、新たな指標 
の提案を行った点でも評価できる。
以上、本論文は、ヒ素摂取健康リスク評価に有益な情報をもたらす成果であり、また海産物摂取地 
域における職業性無機ヒ素曝露のバイオモニタリング指標としての基礎デ一夕を示している点で価 
値があり、今後の食品安全および産業衛生分野に寄与するものと考えられる。よって本論文を博士（医 
学）の学術論文として価値のあるものと認める。
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